
４月２４日（水） 

 きょうは、デザートの「河内
か わ ち

ばんかん」についてのお話です。 

 「河内
か わ ち

ばんかん」とは、今から約８０年前に熊本
くまもと

県にある、河内町
かわちまち

の西村
にしむら

徳
とく

三郎
さぶろう

さんのお家
うち

の庭で偶然
ぐうぜん

できた、文旦
ぶんたん

という柑橘類
かんきつるい

と同

じ仲間
な か ま

の果物
くだもの

です。偶然
ぐうぜん

できた場所である「河内
か わ ち

」と、遅
おそ

い時期に採
と

れるみかんのことを言う「ばんかん」を組み合わせて「河内
か わ ち

ばんかん」

と呼ばれるようになりました。また、商標登録名
しょうひょうとうろくめい

は「美生柑
みしょうかん

」と言

い、スーパーなどのではこちらの「みしょうかん」の方がよく見る名

前だと思います。 

ビタミンＣがたっぷりで、カゼなどの病気を予防
よ ぼ う

してくれますの

で、しっかり残さずに食べましょう。 


